
『ベン・シラの知恵』における知恵と律法の関係性

１、はじめに

『ベン・シラの知恵』 1（以下シラ書と記す）は、ヘレニズム・ユダヤ教時代に属し、知恵文学の流れに位
置づけられる。その流れとは、箴言、ヨブ記、コヘレト、詩編の一部 2、シラ書、ソロモンの知恵、第四マ
カバイなどとされる。シラ書の本文は、「シラの子イエスス」（50:27）（以下ベン・シラと呼ぶ）によって
紀元前180年頃にヘブライ語で書かれた。その後、ベン・シラの孫によって紀元前132年以降、ギリシア語
に訳された。その際、序文が加えられた 3。

マルティン・ヘンゲル（Martin Hengel）は、その著書『ユダヤ教とヘレニズム』において、「シラ書に
おいて「律法と知恵が同定（Gleichsetzung）されている」 4と言う。しかし、ヘンゲルの著書では、その根
拠が述べられていない。シュナーベル（E.J.Schnabel）も知恵と律法の「同一化」（Identification）を主張
し、従来、同一化の証拠が挙げられなかったと言い、自らは７箇所を証拠として提示する 5。対して、フォ
ン・ラート（Gerhard von Rad）、関根正雄らは両者の「区別」を主張する 6。

そこで、シラ書において「知恵」（sofi,a）と「律法」（no,moj）とが同定されるのか、区別されるのか、結
合されるのか。両者の関係性とその意味を、テクスト自体に基づいて考えたい。

シラ書において、知恵とは、実践的知識（人間の知恵）とヤハウェ信仰に関する知恵（主の知恵・主を
畏れる者の知恵）と創造論における先在の知恵（法則）を含んでいる 7。かたや律法とは、モーセ五書（教
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― 1 ―

1

― 57 ―



大学院研究論集　第４号

え・掟・いと高き者の律法）と、より根源的な神の意志の啓示とが併存している。
それゆえ、さしあたり、知恵を人間の知恵／主を畏れる者の知恵／先在の知恵と捉え、律法を律法（教

え・掟・律法）／神の意志の啓示という区分に沿って、以下に検討する。中心は「主を畏れる者の知恵」
とモーセ律法も含んだトーラーとの関係性である。

２、用法の考察

まず、「知恵」sofi,a（女性・単数形）と「律法」no,moj（男性・単数形）を同定・同一化できるのかどう
かを判定する。そのために、両語句の互換性を吟味する。それを「６、資料テクスト」のテクスト分析か
ら行う。具体的には、知恵と律法の互換性を、以下の４つの基準で吟味する。

①両語は置き換え可能か、②「律法」に伴う形容詞を「知恵」に適用しているか、③「律法」の叙述動
詞を「知恵」に適用しているか、④その他の特徴として、律法の併用語・反対語を「知恵」に適用できる
か、である。

１）no,mojの用法
①両語は置き換え可能か？

27個 8の「律法」を「知恵」で置き換え可能かを吟味すると、一つも置き換え可能な箇所はない。③で扱
うように、共用の叙述動詞もない。それぞれ特徴的な動詞を用いている。置き換えるとその文の意味が成
立しない。また、両者が同時に用いられている８箇所（15:1、19:20、21:11、24:3、33:2、34:8、39:1、
51:19）において、また、「掟と知恵」（1:26、6:37）、「律法と賢さ」（9:15）においても、入れ替えができ
ない。

②「律法」に伴う形容詞を「知恵」に適用しているか？（／以下が適用例あり）
  いと高き者の    9:15、19:17、23:23、24:23、39:1、41:8、42:2、44:20、49:4／－
  モーセの定めた   24:23／－  主の契約の  39:8／－
  命と知識の    45:5／－  命の  　　  17:11／－
  ⃝主の律法    46:14／15:18（主の知恵）

「主の」はどちらも修飾可能だが、それ以外の語句は「律法」にのみ用いられる。上述の語句の知恵への
適用例は、シラ書にはない。

③「律法」の叙述動詞を「知恵」に適用しているか？（／以下が適用例あり）
  守る empi,plhmi、fula,ssw、suntere,w  2:16、21:11、34:8、35:1、44:20／－
  行う poie,w        15:1、19:20、51:19／－
  信じる pisteu,w        32:24、33:3／－
  棄てる egkatalei,pw、katalei,pw    41:8、49:4／－
  受け継ぐ klhronome,w      17:11、24:23／－
  ⃝求める zhte,w    32:15／51:13  （ekzhte,w　39:1）
  犯す parabai,nw    19:24／－  背く apeiqe,w    23:23／－
  裁く kri,nw    46:14／－  精通する egkrath,j  15:1／－

８ 「律法」は、シラ2:16,9:15,15:1,17:11,19:17,20,24,21:11,23:23,24:23／
  32:15,24,33:2,3,34:8,35:1,39:1,8,41:8,42:2,44:20,45:5,17,17,46:14,49:4,51:19で用いられる。
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  つまずく skandali,zw  32:15／－  深く考える dia,noia  39:1／－
「求める」以外の叙述動詞は、「知恵」に対しては一度も用いられていない。

④その他の特徴：律法の併用語・反対語を「知恵」に適用できるか？（／以下が適用例あり）
  契約 diaqh,kh    24:23、39:8、42:2、44:20、45:5、45:17／－
  ヤコブ Iakwb    24:23、45:5、45:17、46:14／－
  掟 entolh,    32:24、45:17／－
  偽善 u`pokrith,j    32:15、33:2／－
  不信仰 avse,beia    41:8、42:2／－
  罪 plhmme,leia    49:4／－

「契約・掟・ヤコブ」との併用は「律法」の用例においてのみ存在する。反意語の「偽善・不信仰」との
併用も「律法」においてのみ存在する。

また、シラはこの27個の no,moj を一度も「法則」という意味では用いていない。また、上述の律法に特
徴的な語句が用いられるのは、後半（25章以降）に多い。54個中37個、つまり68％である。no,moj 自身も、
前半で10回、後半で17回なので、後半が63% となる。

２）sofi,aの用法
知恵 sofi,aはシラ書では60回用いられている。そのうち本文には54回ある。この項では、sofi,a 54個の用

例を、前項と同様に分析する。律法が27回用いられているので、分量はちょうどその２倍となる。以下に、
前項と同様に sofi,a の用例の特徴、および、「律法」には適用されない用語との併用を吟味する。「／」記
号の前は no,moj への適用例、「／」記号の後ろは sofi,a への適用例である。

  主を畏れる者の fo,boj    （2:16、15:1）／1:14、1:16、1:18、1:20、19:20、21:11、25:10
  教える paidei,a      －／4:24、6:18、8:8、22:6、23:2、41:14、50:27
     （教える dida,skw    45:5／－　）
  知識 evpisth,mh      －／1:25、19:22、21:15、23:2、50:27
  一切の pa/j      －／1:1、19:20、19:20、37:21、
  与える di,dwmi      －／6:37、43:33、45:26、51:17
  見出す eu`ri,skw      －／6:18、18:28、25:10
  永遠 aivw,n      －／1:1、1:4、42:21
  隠す avpokalu,ptw     －／20:31、41:14、41:15
  根 r`i,za        －／1:6、1:20
  鞭 ma,stix      －／22:6、23:2
  心 kardi,a      －／41:14、50:27
  言葉 lo,goj      －／4:24、21:15
  満ちる plhro,w      －／1:16    溢れる pimple,w  　　－／24:25
  水 u[dwr        －／15:3    欠く elatto,w  　　－／19:23
  愛する avgapa,w      －／40:20    学者 grammateu,j  　　－／38:24
  昔の人々の pante,j avrcai,oi  －／39:1    欲する epiqumi,a  　　－／1:26
  愚か mwro,j との対比    －／20:31 

「主を畏れる者」が、律法と二度だけ（2:16、15:1）同じ節の中で併用されているが、律法に対して適用
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されているわけではない。それ以外の語句は、一度も律法に適用されていない。また、これらの知恵に特
徴的な語句が用いられるのは、前半（24章以前）に多い。45個中32個、つまり71％である。

以上から判明したことは、シラ書での sofi,a と no,moj 両語の叙述には、共通する用語（形容詞・叙述動
詞）がほとんどない。用法・語法も異なっている。反意語も「律法」に対して「不信仰・偽善」、「知恵」
に対して「愚か」である。それゆえ、テクストレベルでは、両語句を置き換えることも、同定することも
できない。つまり、伝承・素材段階では、知恵と律法とは同定されていないと言える。ベン・シラ自身も、
それらの伝承素材を、以上の用例のように差異を保ったままで用いている。

また、本文を構成するペリコーペにおいても、知恵に関する部分と、律法に関する部分が段落ごとのま
とまりをもって散りばめられている。知恵部分では、人間の運命・人生訓・処世術・倫理・道徳・善悪観
を内容とし、対する律法部分（ただし、ベン・シラは律法の内容については直接触れていない 9）では、神
への祈り・賛美・信仰について論じている。

両方の語句が同時に用いられる８箇所（資料の●印）では、キアスムスや並行法を用いて、敢えて両者
を一文の中で並べて表現する。しかし、そこにおいても、資料でみてきたように、両語は対応しているが、
一致はしていない。両者を一文の中で用いて対比させ、関連づけようとする。

シラ書の構造から考えると、１章に知恵賛歌、中央の24章に知恵賛歌、末尾の44-50章に父祖礼賛が置か
れている。全体は知恵→知恵と律法→父祖の信仰という叙述順序になっている。これに並行して、前半

（24章以前）に知恵に特徴的な語句が多く、後半に律法に特徴的な語句が多い。先在の知恵が、イスラエ
ルの知恵となり、律法と結びつけられ、父祖の信仰と結びつけられるという構造になっている。

３、シラ24:1-33の分析

ヘンゲルは「シラ24章において律法と知恵が同定されている」 10と言う。そこで次に、「知恵の賛歌」 11と
呼ばれるシラ24:1-33における、著者ベン・シラの編集による「知恵と律法の結合作業」を検討する。

Sirach 24:1 h` sofi,a aivne,sei yuch.n auvth/j kai. evn me,sw| laou/ auvth/j kauch,setai
2   evn evkklhsi,a| u`yi,stou sto,ma auvth/j avnoi,xei kai. e;nanti duna,mewj auvtou/ kauch,setai

3   evgw. avpo. sto,matoj u`yi,stou evxh/lqon  kai. w`j o`mi,clh kateka,luya gh/n
4   evgw. evn u`yhloi/j kateskh,nwsa   kai. o` qro,noj mou evn stu,lw| nefe,lhj
5   gu/ron ouvranou/ evku,klwsa mo,nh   kai. evn ba,qei avbu,sswn periepa,thsa
6   evn ku,masin qala,sshj kai. evn pa,sh| th/| gh/| kai. evn panti. law/| kai. e;qnei evkthsa,mhn
7   meta. tou,twn pa,ntwn avna,pausin evzh,thsa kai. evn klhronomi,a| ti,noj auvlisqh,somai

8   to,te evnetei,lato, moi o` kti,sthj a`pa,ntwn  kai. o` kti,saj me kate,pausen th.n skhnh,n mou

kai. ei=pen evn Iakwb kataskh,nwson kai. evn Israhl kataklhronomh,qhti

９ 例外は、17:14、23:23、34:21、26、30。
10 ヘンゲル、前掲書、232頁。
11 24章の「知恵の賛歌」を24:1-23と捉える者と、24:1-33と捉える者（Di Lella）がいる。この小論では、25-29で律法が主語

となるが、30-33で再び知恵の独白に戻るので、24:1-33までを採る。また、1:1-10も「知恵の賛歌」と呼ばれる。知恵に関
する詩は、4:11-19、14:20-15:10、51:13-21にもある。
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9   pro. tou/ aivw/noj avpV avrch/j e;ktise,n me  kai. e[wj aivw/noj ouv mh. evkli,pw
10  evn skhnh/| a`gi,a| evnw,pion auvtou/ evleitou,rghsa kai. ou[twj evn Siwn evsthri,cqhn
11  evn po,lei hvgaphme,nh| o`moi,wj me kate,pausen kai. evn Ierousalhm h` evxousi,a mou
12  kai. evrri,zwsa evn law/| dedoxasme,nw| evn meri,di kuri,ou klhronomi,aj auvtou/

13  w`j ke,droj avnuyw,qhn  evn tw/| Liba,nw|  kai. w`j kupa,rissoj evn o;resin Aermwn
14  w`j foi/nix avnuyw,qhn  evn Aiggadoij  kai. w`j futa. r`o,dou evn Iericw

w`j evlai,a euvpreph.j    evn pedi,w|  kai. avnuyw,qhn w`j pla,tanoj
15  w`j kinna,mwmon kai. avspa,laqoj avrwma,twn de,dwka ovsmh.n  kai. w`j smu,rna evklekth. die,dwka euvwdi,an

w`j calba,nh kai. o;nux kai. stakth.  kai. w`j liba,nou avtmi.j evn skhnh/|

16  evgw. w`j tere,minqoj evxe,teina kla,douj mou kai. oi` kla,doi mou kla,doi do,xhj kai. ca,ritoj
17  evgw. w`j a;mpeloj evbla,sthsa ca,rin  kai. ta. a;nqh mou karpo.j do,xhj kai. plou,tou
18  
19  prose,lqete pro,j me oi` evpiqumou/nte,j mou kai. avpo. tw/n genhma,twn mou evmplh,sqhte
20  to. ga.r mnhmo,suno,n mou u`pe.r to. me,li gluku, kai. h` klhronomi,a mou u`pe.r me,litoj khri,on
21  oi` evsqi,onte,j me e;ti peina,sousin  kai. oi` pi,nonte,j me e;ti diyh,sousin
22  o` u`pakou,wn mou ouvk aivscunqh,setai  kai. oi` evrgazo,menoi evn evmoi. ouvc a`marth,sousin

23  tau/ta pa,nta   bi,bloj diaqh,khj qeou/ u`yi,stou no,mon

    o]n evnetei,lato h`mi/n Mwush/j klhronomi,an sunagwgai/j Iakwb

25  o` pimplw~ n  w`j Fiswn sofi,an  kai. w`j Ti,grij  evn h`me,raij ne,wn
26  o` avnaplhrw~ n w`j Euvfra,thj su,nesin  kai. w`j Iorda,nhj  evn h`me,raij qerismo 
27  o` evkfai,nwn  w`j fw~ j  paidei,an        w`j Ghwn  evn h`me,raij trugh,tou
28  ouv sunete,lesen o` pr  toj gnw~ nai auvth,n  kai. ou[twj o` e;scatoj ouvk evxicni,asen auvth,n
29  avpo. ga.r qala,sshj evplhqu,nqh diano,hma auvth~ j  kai. h` boulh. auvth~ j avpo. avbu,ssou mega,lhj

30  kavgw. w`j diw~ rux avpo. potamou~    kai. w`j u`dragwgo.j evxh~ lqon eivj para,deison
31  eiv

~
pa poti  mou to.n kh~ pon    kai. mequ,sw mou th.n prasia,n

kai. ivdou. evge,neto, moi h` diw~ rux eivj potamo,n  kai. o` potamo,j mou evge,neto eivj qa,lassan
32  e;ti paidei,an     w`j o;rqron fwtiw~    kai. evkfanw~  auvta. e[wj eivj makra,n
33  e;ti didaskali,an w`j profhtei,an evkcew~    kai. katalei,yw auvth.n eivj genea.j aivw,nwn

24:1-23では、1-2節で知恵について、続く3-22節において、知恵自身の独白の形式（3-4、16-17）で囲み、
知恵の性質を表現する。しかしその内容は、律法を叙述するもの（名詞・形容詞・固有名詞など）であり、
13-17節で12回 w`j（直喩）を用い、その緩衝作用によって、主語である知恵と律法に関連する賓辞とを結
びつける。さらに、各々の節がみごとに対句になり、33節最後まで続く。12-17節では知恵を木に、15節で
は薫りに、19節では実に譬え、19-22節でそれを飲食するとある。律法を「木・薫り・実・飲食」で譬え、
表現する例は、旧約聖書の知恵の伝統以外の箇所では珍しい 12。

最終的に23節において「これらすべて」とまとめられ、それが「律法である」と同定される。この23節
がシラの編集意図を強く表わしている。23節では、no,moj を律法として限定する要素（bi,bloj、diaqh,kh、
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Mwush/j、Ia,kwb、sunagwgh、evnete,llomai、klhronomi,a）だけを用いて、qeou/ u`yi,stou no,mon につなげ、その全
体を主語（知恵）に意図的に結合している。総括的に「これらすべてが・・・律法である」と、結合され
る。こうして知恵が律法の諸現象（賓辞）によって包摂されるのである。

これが両者の同一化・同定と呼ばれる事態の典型である。つまり、その意味は、知恵が律法の様々な現
象によって叙述されるという事態である。イスラエルの知恵として見出されたものは、トーラーに包摂さ
れるのである。

さらに、律法の姿が25-29節で w`j を６回用いて川に譬えられ、30-33節で知恵は「堀割」「水路」に譬え
られ、31節で水路（知恵）が川（律法）につながる。

ゲーリング（Greg Schmidt Goering）は、23節で知恵と律法とを結びつけるコプラ（～である）がギリ
シア語テクストにはないことから、それを eivmi, とは捉えない 13。これをすべての人に当てはまる知恵とイ
スラエルの神の特別な教えとの結合、つまり「普遍と特殊の結合」と捉え、この事態の意味を考える 14。

４、同定か区別か結合か

以下、「同定」か「区別」か「結合」かについて、諸説を概観する。
ヘンゲルは、シラ24:23をシラ書における「知恵と律法の同定」と捉える 15。
ディ・レラ（Alexander A. Di Lella）も、知恵を律法と同等（equaite,identify）と捉えている 16。
ブレンキンソップ（Joseph Blenkinsopp）も、シラ24章について「ベン・シラの思考の中にある新奇な

要素は、詩の第二部にみられる。そこでは、先在にして不死なる知恵がトーラーと同定されている。・・・
したがって、この同定は、イスラエルに対して有効とされてきた神の秩序原理としてのトーラーに、普遍
的な重要さを付与するベン・シラの方法であった。この方法によって・・・律法の特殊主義という非難に
間接的に反論したのである。」 17と指摘する。

クルーゼ（Heinz Kruse）も、ベン・シラは知恵賛歌を「モーセの律法（モーセ五書）を意味する寓喩に
すぎないと主張した（24:23）。・・・このときから「知恵」と「律法」とを同一視することが一般的になっ
てきた。」 18と捉える。

シェパード（Gerald T. Sheppard）は、申命記4、30、32章を結びつける解釈が「契約の書が知恵である」
とするベン・シラの結論の聖書的土台を提供すると捉える 19。

対して、フォン・ラートは、両者を明確に区別する立場をとる。「ベン・シラは、箴言１章～９章におい
て強調されている神への畏敬をより徹底させるために「律法」を用いているのであって、これによって知

12 律法を蜜に譬える箇所は、詩編19:11、119:103、エゼキエル3:1、3にある。
  知恵を飲食で譬える例は、箴言9:5-6にある。これについては以下の論文を参照。
  ペトラ・フォン・ゲミュンデン「『私の許に来なさい、あなた方教育を受けていない者たちよ』（シラ51:23）――聖書時

代における知恵の諸表象」（須藤伊知郎訳）、『西南学院大学　神学論集』62巻１号、2005年、147-184頁。ゲミュンデンは、
知恵の飲食の譬えの流れを新約聖書の中に見出している。

13 Greg Schmidt Goering, Wisdom’s Root Revealed.  Ben Sira and the Election of Israel, Leiden , Brill, 2009, 94.
14 Ibid., 4.
15 ヘンゲル、前掲書、264頁。
16 Alexander A. Di Lella, The Wisdom of Ben Sira, The Anchor Bible Vol.39, New York, Doubleday, 1987, 331-332.
17 ジョセフ・ブレンキンソップ『旧約の知恵と法』（左近淑・宍戸基男訳）ヨルダン社、1987年、232頁。
18 H・クルーゼ『上智』南窓社、1982年、85頁。
  西村俊昭『旧約聖書における知恵と解釈』創文社、2002年、61頁。
19 Gerald T. Sheppard, Wisdom as a Hermeneutical Construct, Berlin, Walter de Gruyter, 1980, 68.
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恵を「律法」に還元することは危険である。」 20と言う。「シラクはいかなる所でもトーラーについての委細
を語ってはいないが、彼はそれを指し示すことを不可欠と見なしている。つまり、神への畏れという概念
を詳細に規定し、明確にするためには彼はそれを必要とする。」 21と捉える。事実「主を畏れる」という形
容詞は知恵にのみ用いられる 22。「シラにあっては、トーラーは知恵の理解地平から正当化され解釈され
る。・・・トーラーは原秩序の自己表現なので、それゆえトーラーが人間を助けて知恵をえさせる」 23。フォ
ン・ラートは、24章については、「ここで語っているのは知恵であって、トーラーではない。」 24、「基本的
にはトーラーは、それが知恵の教説の大きな集合体から理解されるか、あるいはその総体と関係する限り
においてだけ、シラクに対して重要な意味をもつのである。」 25と結論づける。

関根正雄も「われわれはフォン・ラートとともに、この書において知恵が「律法の大きな力の陰に立つ
にいたってはいない」と解する。その点、フィヒトナーの見解に代表される多数説、「ベン・シラ」におい
て、律法主義と知恵との結びつきはかたい、とし「律法主義的知恵」について語ることは正当とは考えな
い。詩編1、119篇の場合の如く、知恵と律法が結びついているものとはわれわれは解さない。「ベン・シ
ラ」の述べている教訓の材料は誰でもが見うるように知恵の伝承からきており、律法の伝承から由来して
はいない。」 26とその違いを指摘する。

秋山学も、両者を区別する立場をとる。ただし、秋山は、シラ24:25-33をその根拠とする。「『シラ書』の
著者は、そのような真の楽園を成立させる根源的力として「知恵」を捉え、楽園を流れる川になぞらえら
れる「律法」に対し、そこに満ちるべき存在・実体として「知恵」を理解している。したがって「知恵」
と「律法」とは異なった次元に置かれるべきものなのである。」 27。さらに、「『シラ書』から得られる「知
恵」の像とは、「律法」と同一視される存在ではなく、むしろさらにその根底にあって、共同体のために結
界され措定される「楽園」を成立させ、それを絶えず潤す存在であった。」 28、「『シラ書』は、はっきりと

「神の御言葉」として「知恵」を提起するには至っていないものの、律法とは自らを截然と区別し、律法主
義に陥る弊を避けながら、律法の原段階としての「知恵」という観点を明確化し、その視点が神の創造行
為にあっても、またイスラエルの救済史においても、一貫して原点を形成するという段階を示す。」 29と捉
える。

しかし、秋山の場合、知恵を律法に対して根源的力・原段階と捉えているので、テクストの主張と向き
が逆である。シラ24:25-31では、「律法」が主語であり 30、「川」は律法の比喩であり、知恵は「水路・堀
割」である。そこで、川から水路に水が入った（庭にひかれた水路）ので、「堀割は川となり、川は海に
なった」（24:31）。水路（知恵）は川（律法）という水源とつながることによって海（トーラー）につなが
る。知恵が律法とつながる限りで、その知恵はトーラーの一部となる。

では、「同定」ではないのなら、両者はどのような関係にあるのか。さらに、ベン・シラにとって両者の

20 Gerhard von Rad, Die Weisheit der Jesus Sirach, 116-117.
21 フォン・ラート『イスラエルの知恵』（勝村弘也訳）日本基督教団出版局、1988年、365頁。
22 シラ1:14,16,18,20,19:20,21:11,25:10。
23 Gerhard von Rad, op.cit., 118.
24 フォン・ラート『イスラエルの知恵』、368頁。
25 同上、369頁。
26 関根正雄「イスラエルの知恵」『知恵と黙示　〈聖書の世界〉別巻１・旧約Ⅰ』、18頁。
27 秋山学「『シラ書』における「知恵」―アレキサンドリアのクレメンスとパウロの神学に照らして―」『文藝言語研究言語

篇』筑波大学、60号、2011年、20頁。
28 同上、21頁。
29 同上、21頁。
30 25節の主語を「律法」と捉えるのは、フランシスコ会訳、新共同訳、バルバロ訳、新見宏訳である。
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結合の意味は何か、何のためにそのような表現をしたのか。
大畠清は、両者の結合を、役割の側面から、律法による知恵の「宗教的権威づけ」と捉える 31。
クレンショウは「時々シラは敬虔と知恵とを結びつける考えを持ち出した。その結果、知恵は律法と神

への畏れとに従属させられた。」 32と言う。また、クレンショウは、ベン・シラは知恵を２つに分けて捉え
ているとし、「根源的な知恵はモーゼの律法と同一視されている。・・・天上的な知恵と書かれた法典を同
一視することは、今や知恵が知識を渇き求めるあらゆる人々に獲得されることを意味した。・・・律法を会
得した人は誰でも知恵を一緒に手に入れ（15:1）、知恵を研究する者は律法の中に純粋の満足を見出す。」 33

と言い、こうして知恵は律法に従属させられたと結論づける。
ゲーリングは、知恵と律法の関係について「多くの学者は知恵とトーラーの並置を同一化と捉える

が、・・・ベン・シラは知恵とトーラーを同一ではなく、相関関係あるいは調和と捉えている」 34と正しく
指摘する。さらに、ゲーリングは、「イスラエルの選び」からこの問題を考察し、「知恵には普遍と特殊的
なものがあり、特殊がイスラエルに当てはまり、それが律法である。」 35と解釈する。それゆえ、知恵と律
法の結合は「普遍と特殊の結合の問題」捉える。ただし、イスラエルの選びは排他的な選民思想ではない。
一部と全体との間の特殊な関係を理解する方法としての選びである。選びにおいて、全体の一部が神の特
別の目的のためにとっておかれる。ベン・シラは、知恵伝承への関心とイスラエル固有の伝承との間の対
立を仲介するためにイスラエルの選びをこのように描く 36。

５、結論

以上、知恵と律法との同定か区別かを吟味してきたが、テクストが問題にしているのは、同定か区別か
ではなく、両者の関係性・つながりであることがわかった。

そこで、重要なのは、ベン・シラの叙述方法である。ベン・シラは知恵の内容と律法の内容の一致とい
うギリシア的・実体的な証明方法を採らず、特に24:23では、知恵という主語に律法に関する賓辞を結びつ
ける 37。ベン・シラの叙述は、ギリシア的な表現ではなく、ユダヤの思考に則っているので 38、それは命題
的・換喩的である 39。ギリシア的な論理による、論理的な一致による主述の同定、語彙的同定、さらには
実体的な同定の証明を目指してはいない。ベン・シラの表現は、命題的、換喩的であり、両者の同定が目
的ではない。

つまり、区別・差異のあるままで、知恵は律法の賓辞によって様々に叙述される 40。両語の頻出度は、知

31 大畠清『イエス時代――「知恵」の系譜』山本書店、1982年、180-181頁。
32 J・L・クレンショウ『知恵の招き　旧約聖書知恵文学入門』（中村健三訳）新教出版社、1987年、193頁。
33 同上、195頁。
34 Greg Schmidt Goering, op.cit., 8, 78.
35 Ibid., 3-8, 79.
36 Ibid., 10.
37 「６、資料テクスト」では、sofi,a の用例全54回中34箇所62% がこれに該当する。
38 クルーゼ、前掲書、185頁。
39 スーザン・A・ハンデルマン『誰がモーセを殺したか』（山形和美訳）法政大学出版局、1987年、106-111頁。ハンデルマ

ンは、ユダヤの思考は「語彙的象徴ではなく、命題的象徴」「同一化ではなく、並置・換喩的」であると言う。
40 フォン・ラート、前掲書、362頁。「一つ一つの言表は限定されていない。それは開かれたままであり、一種の未決定のう

ちにとどまっており、そのようなまま次のものと並列されるのである。・・・いくつかの言表がほとんど相互に浸透しあっ
ている。・・・彼は全体性の中に現象を包握する。全体性の中で現象は人間に経験可能なのであり、しかも全体性は精密
な概念規定を常に免れている。なぜならそれは概念的に固定しようとするならば、再び秘儀のうちに姿を隠してしまうの
だから。」
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恵54回、律法27回とみごとに２倍になっている。両者の区別・差異を保持したまま、ベン・シラはここで
述べられている知恵が律法に密接に関連していることを律法側から示そうとするのである。

そこでは、命題的近さを用いた叙述がなされる 41。「知恵は律法である」「律法は知恵である」と同定せ
ず、「主を畏れることは知恵の頂上である」 42（1:14）と「主を畏れる者は律法を守る」（2:16、15:1、19:24）
という２つの命題から、知恵と律法とを関連させて表現する。そこから、19:20「一切の知恵は主を畏れる
ことにある。一切の知恵は律法の実践にある」という結論が導かれる。これはマーシャール（lv:*m:* 　
Mashal）の一種である 43。別個の２つの命題を「並置」させ、そのことによって、両者の近似性（similarity）
が浮き彫りになる。「主を畏れること」を中心にして、知恵と律法の両者を並置させ、展開したことが、ベ
ン・シラの独創であった。
「知恵はすべての者に注がれた」（1:9）。しかし、真の知恵を見出しうるのは、「主を畏れること」 44による

律法への服従・実践を通してである。シラ書における知恵は、ギリシアの lo,goj による知識ではなく、「主
を畏れる者の知恵」であり、ユダヤの知恵（hm:*k.x:*）である。こうして、ヘレニズムの知恵とユダヤの知恵、
さらにはヘレニズムの知恵と律法とが、どのように結びつくのかを明らかにするのが、ベン・シラとその
孫の任務であった（序13-14、31-36）。

ベン・シラの結論は「主を畏れ」「律法に従う者が真の知恵をえる」（15:1,19:20,21:11）である。知恵と
律法の賓辞を様々に並置させることによって、その近似性から、意味の豊かさ（神の意志・啓示）を表現
した。主を畏れる者の知恵によって、トーラーの豊かさに与れた者が「信仰の父祖たち」である。つまり、
主を畏れることによってホクマーに至り（21:11）、「神の意志を知る」という点で、トーラーとの近似性を
える。こうして、ホクマーとトーラーの換喩的近似性を、実存的に経験した先達が、信仰の父祖達であり、
ベン・シラ自身であった。

41 これは、後代のミドラーシュ解釈の思考方法、ゲゼラー・シャヴァーに似ている。ただし、シラ書には律法を扱ったゲゼ
ラー・シャヴァーの例はない。

  Encyclopaedia of Midrash vol.1, ed. Jacob Neusner, Leiden, Brill, 2005, 273-285. ヒッレル（紀元前30年頃～紀元10年頃）の
７つの聖書解釈の基準（Seven Middot of Hillel）の第二基準のこと。ゲゼラー・シャヴァー（Gezerah shavah）とは、２
つの律法間の類比（analogy）・類例からの推論。２つの聖句の表現の同一性によって、律法の脱落部分を補うために用い
られる。

42 クルーゼ、前掲書、190-191頁。クルーゼは MT の箴言1:7、詩編111:10から、この avrch, はヘブル語原典ではレーシト tyviare

だったと推測する。レーシトには「初め・始め・頭・頂点」という意味がある。
43 Di Lella, op.cit., 21. マーシャールは聖書研究において用いられ、主に知恵文学に現れる。ヘブライ語の語根は mšl であり、

２つの基本的な意味が「支配する」と「似ている」である。
  L.A. スネイデルス（Snijders）『箴言』（片野安久利訳）教文館、2000年、12頁。「この問題をもっとよく理解するため

に、・・・に似ている、・・・と比較する、を意味する動詞マーシャールの内容に注意が向けられるのがふつうであった。
ブーバーは一貫してミシュレを「比較表現」と訳した。そして文章、特に対立的な文章の並行性を指摘した。・・・この
動詞（マーシャール）の第二の意味、それは第一の意味に非常に近いのであるが、支配する、が推定できるようになった。
第一の意味は、互いに聞きあい、互いに似ているものを集め、秩序立て、調整する、である。」

44 村岡崇光「ベン・シラの知恵概説」『聖書外典・偽典第二巻　旧約外典Ⅱ』72頁。「彼にとって、知恵とは、究極的には旧
約に啓示されてある律法に準じて生きる事であり、世界の創造者にしてかつこの知恵の根元でもあり、またその知恵をイ
スラエルに特別に啓示されたところの主なる神を畏れ敬うことである」。

  Josef Haspecker, Gottesfurcht bei Jesus Sirach. Ihre religiöse Struktur und ihre literarische und doktrinäre Bedeutung, Rom, 

Päpstliches Bibelinstitut, 1967, S.168.　ハスペッカーは知恵がイスラエルの中に住まうとは「主を畏れること」であり、そ
れがこの24章のテーマだとする。「主を畏れる」は24章には１回も出てこないが、23:27など先行する多くの箇所において
示されていると言う。
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６、資料テクスト

以下に、該当するテクストおよび、本文で言及したテクストを提示する。●印が「律法」と「知恵」の
両語を含む８箇所であり、＊印はシュナーベルが同定の証拠として提示した７箇所である。テクストは
ツィーグラー（J. Ziegler）によるゲッティンゲン版 45に従った。日本語訳はフランシスコ会訳 46に従った。

１）no,mojの用例
序にも「律法」は出てくるが、序文（序1,8,14,24）は、訳者であるベン・シラの孫による付加なので、

分析から除外する。以下、本文中の no,moj 26箇所27回を分析のために列挙する。特に用法・修飾語・叙述
動詞・併用語句などに注目する。

LXX　Sirach 2:16  oi` fobou,menoi ku,rion zhth,sousin euvdoki,an auvtou/ (
kai. oi` avgapw/ntej auvto.n evmplhsqh,sontai tou/ no,mou )

2:16 主を畏れる者は、み旨にかなうことを求め、主を愛する者は、その律法をもって養われる。

9:15 meta. sunetw/n e;stw o` dialogismo,j sou kai. pa/sa dih,ghsi,j sou evn no,mw| u`yi,stou )

9:15 賢い人と語り合え。お前の話は、もっぱらいと高き者の律法についてであるようにせよ。

＊⃝15:1 o` fobou,menoj ku,rion poih,sei auvto, (  kai. o` evgkrath.j tou/ no,mou katalh,myetai auvth,n í

15:1 主を畏れる者はそれ（律法）を行ない、    律法に精通する者はそれ（知恵）を悟る。

＊17:11a prose,qhken auvtoi/j evpisth,mhn   kai. no,mon zwh/j evklhrodo,thsen auvtoi/j 

17:11 主は彼らに知識を授け、       命の律法を遺産として与えた。

17:17 e;legxon to.n plhsi,on $sou% pri.n h' avpeilh/sai kai. do.j to,pon no,mw| u`yi,stou )

19:17 隣人をおどすまえに、問いただせ。その後は、いと高き者の律法に任せよ。

＊⃝19:20ab pa/sa sofi,a fo,boj kuri,ou (   kai. evn pa,sh| sofi,a| poi,hsij no,mou (

19:20 一切の知恵は主を畏れることにある。    一切の知恵は律法の実践にある。

19:24 krei,ss$tt%wn h`ttw,menoj evn sune,sei e;mfoboj  h' perisseu,wn evn fronh,sei kai. parabai,nwn no,mon )

19:24 知識に乏しくても（神を）畏れる者は、    思慮に富んでいても律法を犯す者に勝る。

＊⃝21:11 o` fula,sswn no,mon katakratei/ tou/ evnnoh,matoj auvtou/ ( kai. sunte,leia tou/ fo,bou kuri,ou sofi,a )

21:11 律法を守る者は自分の思いを治める。      主を畏れることは最後に知恵に至る。

23:23ab prw/ton me.n ga.r evn no,mw| u`yi,stou hvpei,qhsen ( kai. deu,teron eivj a;ndra auvth/j evplhmme,lhsen (

23:23 このような女は、第一にいと高き者の律法に背き、第二に夫に対して罪を犯し、

45 Joseph Ziegler (ed.), Septuaginta, Vol. Ⅻ／2  Sapientia Iesu Filii Sirach, Göttingen, Vandenhoeck & Ruprecht, 1980.　テクス
トの（　）表記は Rahlfs 版の文字である。

46 日本語訳は『聖書　シラ書』フランシスコ会聖書研究所訳、中央出版、1980年、に従った。
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＊⃝24:23a tau/ta pa,nta bi,bloj diaqh,khj qeou/ u`yi,stou (
     no,mon o]n evnetei,lato h`mi/n Mwush/j klhronomi,an sunagwgai/j Iakwb 

24:23 これはすべていと高き者（神）の契約の書であり、
          ヤコブの集いの遺産としてモーセが定めた律法である。

35:15(32:19) o` zhtw/n no,mon evmplhsqh,setai auvtou/ (  kai. o` u`pokrino,menoj skandalisqh,setai evn auvtw/| )

32:15 律法を探求する者は、これによって満たされる。しかし、偽善者は、これにつまずく。

35:24(32:28) o` pisteu,wn no,mw| prose,cei evntolai/j (  kai. o` pepoiqw.j kuri,w| ouvk evlattwqh,setai )

32:24 律法に頼る者は掟に心を用い、      主に信頼する者は害を受けることがない。

⃝36:2(33:2)×2 avnh.r sofo.j 47 ouv mish,sei no,mon (  ò de. ùpokrino,menoj evn auvtw/| ẁj evn kataigi,di ploi/on )

33:2 知恵のある人は律法をきらわない。  　　　  しかし、これ（律法）に対して偽善的態度をとる
　人は嵐の中の小舟のようなものである。

36:3(33:3) a;nqrwpoj suneto.j evmpisteu,sei no,mw|  48(  kai. o` no,moj auvtw/| pisto.j w`j evrw,thma dh,lwn )

33:3 賢い人は律法に信頼を置く。      彼にとって律法は神託のように信ずべきもので
　ある。

＊⃝31:8(34:8) a;neu yeu,douj suntelesqh,setai no,moj ( kai. sofi,a sto,mati pistw/| telei,wsij )

34:8 律法は、偽りなしに、成し遂げられ、    知恵は、真実な人の唇によって全うされる。

32:1-2(35:1) o` sunthrw/n no,mon pleona,zei prosfora,j ( qusia,zwn swthri,ou o` prose,cwn evntolai/j )

35:1 律法を守るのは、供え物をふやすのに等しく、

⃝39:1 plh.n tou/ evpidido,ntoj th.n yuch.n auvtou/ kai. dianooume,nou evn no,mw| u`yi,stou (

     sofi,an pa,ntwn avrcai,wn evkzhth,sei kai. evn profhtei,aij avscolhqh,setai (

38:34c-39:1 これに反し、心を傾けていと高き者の律法を深く考える人がいる。
        この人は、昔のありとあらゆる人々の知恵を探り、預言の書に親しみ、

39:8 auvto.j evkfanei/ paidei,an didaskali,aj auvtou/  kai. evn no,mw| diaqh,khj kuri,ou kauch,setai )

39:8 その学んだ学問を輝かせ、      主の契約の律法を誇りとする。

41:8 ouvai. u`mi/n ( a;ndrej avsebei/j ( oi[tinej evgkateli,pete no,mon $qeou%/ u`yi,stou í
41:8 不信心な人々、おまえたちは禍いだ。おまえたちは、いと高き者（神）の律法を棄てたのだから。

42:2 peri. no,mou u`yi,stou kai. diaqh,khj kai. peri. kri,matoj dikaiw/sai to.n avsebh/ (

42:2 いと高き者の律法と契約、不信心な者に対する正しい裁き、

47 男性形
48 他の写本では「みことば」と訳すものもある。ヘブライ語では「ヤハウエの言葉を理解する」とある。
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44:20 o]j suneth,rhsen no,mon u`yi,stou kai. evge,neto evn diaqh,kh| metV auvtou/ í
  evn sarki. auvtou/ e;sthsen diaqh,khn kai. evn peirasmw/| eu`re,qh pisto,j í

44:20 彼はいと高き者の律法を守り、契約によって主に結ばれ、
    その体にそのしるしを受け、試練にあったとき、その忠誠が認められた。

＊45:5a hvkou,tisen auvto.n th/j fwnh/j auvtou/ kai. eivsh,gagen auvto.n eivj to.n gno,fon 

        kai. e;dwken auvtw/| kata. pro,swpon evntola,j (

  no,mon zwh/j kai. evpisth,mhj ( dida,xai to.n Iakwb diaqh,khn kai. kri,mata auvtou/ to.n Israhl )

45:5 み声を彼に聞かせ、黒雲の中に彼を引き入れ、顔と顔を会わせて掟をお授けになった。
これは、命と知識の律法で、ヤコブにその契約を、イスラエルにその定めを、教えるためのものである。

45:17 e;dwken auvtw/| evn evntolai/j auvtou/ evxousi,an evn diaqh,kaij krima,twn 

  dida,xai to.n Iakwb ta. martu,ria kai. evn no,mw| auvtou/ fwti,sai Israhl )

45:17 主は彼（アロン）にその掟を託して、裁きの誓約を定める権威をお与えになった。
    これはヤコブにその証しを教え、律法をもってイスラエルを照らすためである 49。

46:14 evn no,mw| kuri,ou e;krinen sunagwgh,n ( kai. evpeske,yato ku,rioj to.n Iakwb í

46:14 彼は主の律法に従って会衆を裁いた。主はヤコブを顧みられた。

49:4 pa,rex Dauid kai. Ezekiou kai. Iwsiou pa,ntej plhmme,leian evplhmme,lhsan í

  kate,lipon ga.r to.n no,mon tou/ u`yi,stou ( oi` basilei/j Iouda evxe,lipon í

49:4 ダビデとヒゼキヤとヨシヤとを除いて、ほかの王たちはみな罪に罪を重ねた。
    彼らがいと高き者の律法を棄てたからである。こうして、ユダの王室は絶えてしまった。

⃝51:19 diamema,cistai h` yuch, mou evn auvth/| kai. evn poih,sei no,mou dihkribasa,mhn )
  ta.j cei/ra,j mou evxepe,tasa pro.j u[yoj kai. ta. avgnoh,mata auvth/j evpe,nqhsa í

51:19 わたしの魂はそれ（知恵）と取り組み、そして、律法を厳格に実践しました。
    わたしは、天に向かって手を拡げ、それ（知恵）についての自分の無知を嘆きました。

２）sofi,aの用例
知恵 sofi,a はシラ書では60回用いられている。そのうち本文には54回ある。この項では、sofi,a54個の用

例を、前項と同様に分析する。律法が27回用いられているので、分量はちょうどその２倍となる。◎が律
法に関連する語句を用いている節を示す。

◎ Sirach 1:1  pa/sa sofi,a para. kuri,ou kai. metV auvtou/ evstin eivj to.n aivw/na )

◎1:3 u[yoj ouvranou/ kai. pla,toj gh/j kai. a;busson kai. sofi,an ti,j evxicnia,sei *
1:4 prote,ra pa,ntwn e;ktistai sofi,a kai. su,nesij fronh,sewj evx aivw/noj  

1:6 r`i,za sofi,aj ti,ni avpekalu,fqh * kai. ta. panourgeu,mata auvth/j ti,j e;gnw *

◎1:14 avrch. sofi,aj fobei/sqai to.n ku,rion kai. meta. pistw/n evn mh,tra| sunekti,sqh auvtoi/j 

49 裁きの誓約＝「律法の規定」、証し＝「命令」とフランシスコ会訳は訳している。
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◎1:16 plhsmonh. sofi,aj fobei/sqai to.n ku,rion kai. mequ,skei auvtou.j avpo. tw/n karpw/n auvth/j í

◎1:18 ste,fanoj sofi,aj fo,boj kuri,ou avnaqa,llwn eivrh,nhn kai. u`gi,eian iva,sewj )

◎1:20 r`i,za sofi,aj fobei/sqai to.n ku,rion ( kai. oi` kla,doi auvth/j makrohme,reusij )
◎1:25 evn qhsauroi/j sofi,aj parabolai. evpisth,mhj ( bde,lugma de. a`martwlw/| qeose,beia )

◎＊1:26 evpiqumh,saj sofi,an diath,rhson evntola,j ( kai. ku,rioj corhgh,sei soi auvth,n )
4:11 h` sofi,a ui`ou.j auvth/j avnu,ywsen kai. evpilamba,netai tw/n zhtou/ntwn auvth,n )

4:24 evn ga.r lo,gw| gnwsqh,setai sofi,a kai. paidei,a evn r`h,mati glw,sshj )

6:18 te,knon ( evk neo,thto,j sou evpi,lexai paidei,an ( kai. e[wj poliw/n eu`rh,seij sofi,an ) 

6:22 sofi,a ga.r kata. to. o;noma auvth/j evstin kai. ouv polloi/j evstin fanera, )
◎6:37 dianoou/ evn toi/j prosta,gmasin kuri,ou kai. evn tai/j evntolai/j auvtou/ mele,ta dia. panto,j í
 　　auvto.j sthriei/ th.n kardi,an sou ( kai. h` evpiqumi,a th/j sofi,aj doqh,setai, soi )

8:8 mh. pari,dh|j dih,ghma sofw/n kai. evn tai/j paroimi,aij auvtw/n avnastre,fou í

 　　o[ti parV auvtw/n maqh,sh| paidei,an kai. leitourgh/sai megista/sin )

11:1 sofi,a tapeinou/ avnuyw,sei kefalh.n auvtou/ kai. evn me,sw| megista,nwn kaqi,sei auvto,n )

◎14:20 maka,rioj avnh,r ( o]j evn sofi,a| meleth,sei kai. o]j evn sune,sei auvtou/ dialecqh,setai (
15:3 ywmiei/ auvto.n a;rton sune,sewj kai. u[dwr sofi,aj poti,sei auvto,n í

◎15:10 evn ga.r sofi,a| r`hqh,setai ai=noj ( kai. o` ku,rioj euvodw,sei auvto,n )

◎15:18 o[ti pollh. h` sofi,a tou/ kuri,ou í ivscuro.j evn dunastei,a| kai. ble,pwn ta. pa,nta (

18:28 pa/j suneto.j e;gnw sofi,an kai. tw/| eu`ro,nti auvth.n dw,sei evxomolo,ghsin )

◎⃝19:20 pa/sa sofi,a fo,boj kuri,ou ( kai. evn pa,sh| sofi,a| poi,hsij no,mou (
◎19:22 $kai%. ouvk e;stin sofi,a ponhri,aj evpisth,mh ( kai. ouvk e;stin $o[pou% boulh. a`martwlw/n fro,nhsij )

19:23 e;stin panourgi,a kai. au[th bde,lugma ( kai. e;stin a;frwn evlattou,menoj sofi,a| í

20:30 sofi,a kekrumme,nh kai. qhsauro.j avfanh,j ( ti,j wvfe,leia evn avmfote,roij *

20:31 krei,sswn a;nqrwpoj avpokru,ptwn th.n mwri,an auvtou/ h' a;nqrwpoj avpokru,ptwn th.n sofi,an auvtou/ )

◎⃝21:11 o` fula,sswn no,mon katakratei/ tou/ evnnoh,matoj auvtou/ ( kai. sunte,leia tou/ fo,bou kuri,ou sofi,a )

21:15 lo,gon sofo.n eva.n avkou,sh| evpisth,mwn ( aivne,sei auvto.n kai. evpV auvto.n prosqh,sei í

 　　h;kousen o` spatalw/n ( kai. avph,resen auvtw/| ( kai. avpe,streyen auvto.n ovpi,sw tou/ nw,tou auvtou/ )

22:6 mousika. evn pe,nqei a;kairoj dih,ghsij ( ma,stigej de. kai. paidei,a evn panti. kairw/| sofi,a$j% )

◎23:2 ti,j evpisth,sei evpi. tou/ dianoh,mato,j mou ma,stigaj kai. evpi. th/j kardi,aj mou paidei,an sofi,aj (
 　　 i[na evpi. toi/j avgnoh,masi,n mou mh. fei,swntai kai. ouv mh. parh/| ta. a`marth,mata auvtw/n (

◎24:1 h` sofi,a aivne,sei yuch.n auvth/j kai. evn me,sw| laou/ auvth/j kauch,setai í

◎24:25 o` pimplw/n w`j Fiswn sofi,an kai. w`j Ti,grij evn h`me,raij ne,wn (

25:5  w`j w`rai,a gero,ntwn sofi,a kai. dedoxasme,noij diano,hma kai. boulh, )

◎25:10 w`j me,gaj o` eu`rw.n sofi,an avllV ouvk e;stin u`pe.r to.n fobou,menon to.n ku,rion í

◎27:11 dih,ghsij euvsebou/j dia. panto.j sofi,a ( o` de. a;frwn w`j selh,nh avlloiou/tai )

◎36:1(33:2) avnh.r sofo.j  （男性形）ouv mish,sei no,mon (

 　　o` de. u`pokrino,menoj evn auvtw/| w`j evn kataigi,di ploi/on)

◎⃝31:8(34:8) a;neu yeu,douj suntelesqh,setai no,moj ( kai. sofi,a sto,mati pistw/| telei,wsij )

◎37:21 ouv ga.r evdo,qh auvtw/| para. kuri,ou ca,rij ( o[ti pa,shj sofi,aj evsterh,qh )

38:24 sofi,a grammate,wj evn euvkairi,a| scolh/j ( kai. o` evlassou,menoj pra,xei auvtou/ sofisqh,setai )

◎⃝39:1 plh.n tou/ evpidido,ntoj th.n yuch.n auvtou/ kai. dianooume,nou evn no,mw| u`yi,stou (

 　　sofi,an pa,ntwn avrcai,wn evkzhth,sei kai. evn profhtei,aij avscolhqh,setai (
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◎39:6 eva.n ku,rioj o` me,gaj qelh,sh| ( pneu,mati sune,sewj evmplhsqh,setai í

 　　auvto.j avnombrh,sei r`h,mata sofi,aj auvtou/ kai. evn proseuch/| evxomologh,setai kuri,w| í

◎39:10 th.n sofi,an auvtou/ dihgh,sontai e;qnh ( kai. to.n e;painon auvtou/ evxaggelei/ evkklhsi,a í
40:20 oi=noj kai. mousika. euvfrai,nousin kardi,an ( kai. u`pe.r avmfo,tera avga,phsij sofi,aj )
41:14 paidei,an evn eivrh,nh| sunthrh,sate te,kna í
 　　sofi,a de. kekrumme,nh kai. qhsauro.j avfanh,j ( ti,j wvfe,leia evn avmfote,roij *

41:15 krei,sswn a;nqrwpoj avpokru,ptwn th.n mwri,an auvtou/ h' a;nqrwpoj avpokru,ptwn th.n sofi,an auvtou/ )

◎42:21 ta. megalei/a th/j sofi,aj auvtou/ evko,smhsen ( ei[j $w`j% e;stin pro. tou/ aivw/noj kai. eivj to.n aivw/na í

 　　ou;te prosete,qh ou;te hvlattw,qh ( kai. ouv prosedeh,qh ouvdeno.j sumbou,lou )

◎43:33 pa,nta ga.r evpoi,hsen o` ku,rioj kai. toi/j euvsebe,sin e;dwken sofi,an ) 

◎44:15 sofi,an auvtw/n dihgh,sontai laoi, ( kai. to.n e;painon evxagge,llei evkklhsi,a )

◎45:26 dw,|h u`mi/n sofi,an evn kardi,a| u`mw/n kri,nein to.n lao.n auvtou/ evn dikaiosu,nh| (

 　　 i[na mh. avfanisqh/| ta. avgaqa. auvtw/n kai. th.n do,xan auvtw/n eivj genea.j auvtw/n )

◎50:27 paidei,an sune,sewj kai. evpisth,mhj evca,raxen evn tw/| bibli,w| tou,tw| 

 　　 VIhsou/j ui`o.j Sirac Eleazar o` Ierosolumi,thj ( o]j avnw,mbrhsen sofi,an avpo. kardi,aj auvtou/ )

◎51:13 e;ti w'n new,teroj pri.n h' planhqh/nai, me evzh,thsa sofi,an profanw/j evn proseuch/| mou )

51:17 prokoph. evge,neto, moi evn auvth/| í  tw/| dido,nti moi sofi,an dw,sw do,xan )
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